
第１回 山ノ内町総合計画審議会  次第 

 

日 時：令和７年４月 24日（木）  

午前 10時から        

場 所：町文化センター 郷土資料室 

 

１ 開 会 

 

２ 挨 拶 

 

３ 審議会委員の委嘱について 

  ・委員自己紹介 

 

４ 委員長・副委員長の選出について 

  ・委員長及び副委員長挨拶 

 

５ 諮 問 

  ・第６次山ノ内町総合計画 後期基本計画について 

 

６ 会議事項 

 （１）第６次山ノ内町総合計画 後期基本計画策定方針について【資料１】 

 

 

 （２）まちづくりアンケートについて【資料２】 

 

 

 （３）その他 

 

 

７ その他 

 

８ 閉 会 



【敬称略・順不同】

氏　　名 備　考

1 山ノ内町議会 総務産業常任委員長 塚田　一男 官

2 山ノ内町議会 社会文教常任委員長 髙田　佳久 官

3 山ノ内町議会 広報常任委員長 渡辺　正男 官

4 山ノ内町区長会 会長 瀧澤　敏 官

5 山ノ内町民生児童委員協議会 地区福祉部会長 佐藤　匡則

6 山ノ内町農業委員会 会長代理 福井　敏彦 官

7 （一財）山ノ内まちづくり観光局 産

8 山ノ内町商工会 女性部副部長 春原　厚子 産

9 ながの農業協同組合 地区筆頭理事 徳竹　栄一 産

10 北信州森林組合 理事 山口　剛 産

11 女将の会「ゆのか」 会長 竹節　みどり 産

12 志賀高原観光協会 協会長 山本　光俊 産

13 湯田中渋温泉郷地区旅館業代表 産

14 北志賀高原観光協会 会長 徳竹　栄子 産

15 山ノ内町教育委員会 教育委員 野竹　重範 学

16 山ノ内町校長会 校長会長 竹内　由紀 学

17 山ノ内町金融団 長野信用金庫山ノ内支店長 荒井　則喜 金

18 山ノ内町社会福祉協議会 事務局長 山口　辰也 労

19 山ノ内町消防団 団長 竹田　久 官

20 山ノ内町保健補導員会

21 山ノ内町スポーツ協会 会長 髙山　祐一

22 町長推薦 高木　幸一郎

事務局 未来創造課長 堀米　貴秀

事務局 未来創造課地域創造係 樋口　淳一

事務局 未来創造課地域創造係 三井　里美

事務局 未来創造課地域創造係 西澤　岳

事務局 未来創造課地域創造係 宮嵜　幸乃

事務局 未来創造課地域創造係 小林　新

事務局 未来創造課地域創造係 友野　雅未

事務局 未来創造課地域創造係 山﨑　萌

事務局 未来創造課地域創造係 樋口　智章

※任期：令和7年4月24日から令和9年3月31日まで

令和7・8年度　山ノ内町総合計画審議会委員

役　　職　　等
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第６次山ノ内町総合計画 後期基本計画 策定方針（案） 

 

１．計画策定の趣旨                                          

 本町では、令和 3年 3月に策定した総合計画の基本構想において、町が目指す将来像を「未

来に羽ばたく 夢と希望のある 健康な郷土」と定め、計画期間である 10 年間をそれぞれ 5

年間ずつに前期と後期に分け、基本計画を策定し、各種施策を展開することで、まちづくりを

進めてきました。 

 この度、前期基本計画の計画期間が令和 7年度をもって終了することに伴い、本町の取り巻

く課題への対応と総合的なバランスのとれたまちづくりの実現を図るため、令和 8 年度から

令和 12 年度の 5 年間を計画期間とする「第 6 次山ノ内町総合計画後期基本計画」を策定し

ます。 

 なお、本計画の策定にあたっては、前期基本計画に引き続き、本町の「人口減少・少子高齢化

対策」に資する事業を重点プロジェクトに位置付け、「まち・ひと・しごと創生総合戦略」と一体

となるよう整合性を図っていきます。 

 

２．総合計画の概要                                          

 第 6 次山ノ内町総合計画は、町の将来像やまちづくりの方向性を定め、それを実現するため

の方策を示し、長期展望に立った総合的・計画的なまちづくりを進めるための基本的な指針と

なるもので、山ノ内町の行政運営において最上位の計画です。 

 同時に町民や各種団体など民間活動の指針として、住民協働による「まちづくり計画」と位置

づけられ、さらに国・県、周辺自治体等との広域的な行政に対し、本町のまちづくりの方向を示

し、相互に連携、協力しながら町の課題解決を図っていくための基礎となるものです。 

 

３．計画の構成                                             

第 6次山ノ内町総合計画は、「基本構想（10か年計画）」、「基本計画（5か年計画）」及び「実

施計画（3か年計画）」をもって構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町が目指す将来像を実現するための基本方針、施策の大網を示すものです。 

基本構想を実現するための具体的な施策を示すものです。 

基本計画の施策を計画的に実施するための事業計画で町の予算編成の指針と

なるものです。 

基本構想

基本計画

実施計画

資料１ 
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４．計画期間                                               

 総合計画における「基本構想」は、今後の社会経済情勢の変化を見据えながら長期的視点に

立ったまちづくりを行うため、令和 3年度から令和 12年度までの 10年間を計画期間とし

ています。 

 「基本計画」は、「基本構想」の計画期間である 10年間を前期と後期に分け、それぞれ 5年

間の計画期間としています。 

 「実施計画」は、予算編成の指針として適切に管理できる期間として 3年間を計画期間とす

るとともに、ローリング方式により毎年度見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．後期基本計画策定の考え方                                   

 後期基本計画は、前期基本計画を検証した上で、基本構想の実現に必要な体系と内容で策

定します。（別紙 1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口減少や更なる少子高齢化が進行、地域コミュニティの変化、防災意識の高まりなどの社

会経済情勢を的確に把握するとともに、多様化する町民ニーズに対応していく計画とします。 

（３）社会経済情勢を的確に把握し、時代のニーズに対応した計画 

計画策定の初期段階から若者や外国人を対象にワークショップを開催し、まちづくりの方向

性を共有し、共に実行できる、わかりやすい計画とします。 

（２）町民と将来のまちづくりの方向性を共有できる、わかりやすい計画 

前期基本計画の施策の達成度や課題を検証し、その結果を後期基本計画に反映していく計

画とします。 

（１）前期基本計画の成果と課題を踏まえた計画 

基本構想

基本計画

… …
実施計画

令和3年度

（2021年度）

第6次総合計画

10か年構想

令和7年度

（2025年度）

令和8年度

（2026年度）

令和12年度

（2030年度）

前期計画 後期計画

3か年

3か年

3か年

3か年
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総合計画は、行政全ての分野を総合的・体系的に示す上位計画であるため、施策分野ごとの

個別計画は、総合計画と整合・連携・連動を図っていきます。 

（4）施策分野ごとの個別計画の上位計画としての計画 

限られた財源の中で、実現可能な計画づくりを行うとともに、行政評価等による見直しや改

善を図りながら、適切に事業を展開できる計画とします。 

（5）実現性及び実効性の高い計画 

【基本目標1】

【基本目標2】

【基本目標3】【基本目標4】

【基本目標5】

ひとがつなぐ、魅力あふれる産業と 

交流の郷土 

いきいきと暮らす、元気が満ちる 

健康な郷土 

未来に羽ばたく、豊かな文化と 

学びの郷土 

自然と生きる、暮らしの希望を叶える 

安全な郷土 

みんなが活躍する、絆の力で 

地域が活きる郷土 

町の将来像の実現に向けて取り組む、 

まちづくりの「5本の柱」 

山ノ内町の将来像 

未来に羽ばたく 

夢と希望のある 

健康な郷土 
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6．計画策定において意識する事項                               

後期基本計画の策定にあたっては、人口減少の事実を町民と共有し、次の事項に留意しな

がら計画づくりを進めていきます。（別紙２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合計画基本構想における令和 12年の目標人口 10,500人以上（人口ビジョン）を維持で

きる計画とします。また、本格的な少子高齢化の緩和に対応した計画とします。 

（1）人口減少・少子高齢化の緩和を目指す郷土 

持続可能な郷土の実現に向け、「山ノ内町ゼロカーボンシティ宣言」に基づき、2050年まで

に CO２排出実質ゼロを目指す計画とします。 

（2）脱炭素社会の実現を目指す郷土 

多様な住民が安心・快適に暮らせる環境と魅力ある地域づくりを進め、「住み続けたい郷土」・

「選ばれる郷土」の実現を目指す計画とします。 

（３）若者・外国人から選ばれる郷土 

 地域の特性を活かし、独自のブランド力を強化することで、産業振興と関係人口の拡大によ

り、町内外から稼ぎを生む経済の土台を整え、「稼げる郷土」の実現を目指す計画とします。 

（4）稼げる郷土 

 行政分野のデジタル化により、利便性と効率性を高め、誰もが取り残されないスマートな郷土

を実現する計画とします。 

（5）DXを推進する郷土 

若者・外国人から選ばれる郷土 稼げる郷土 

脱炭素社会 

DXの推進 

共感 

満足度向上 

人口減少・少子高齢化の緩和 

 
 人口減少への適応 人口減少ｽﾋﾟｰﾄﾞの緩和 
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7．計画策定に向けて実施する取組                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（5）専門機関の活用 

総合計画については、よりわかりやすく、読みやすく、また、効率的、効果的に作業を進める

ため、研究機関などの外部専門機関を活用することとします。 

ただし、自らがつくる総合計画を基本スタンスとし、支援は必要最小限にとどめることとし

ます。 

町の現状、行政に対する住民の意識、更には将来の振興方向に対する要望等の傾向を把握

し、計画に反映させていきます。 

 ・対象者は、16歳以上の町民 1,000人を無作為抽出により実施。 

 ・回答方法は、インターネットまたは、地区統計調査員による回収。 

 

（1）まちづくりアンケート調査 

関係機関及び今後のまちづくりを担う若者・外国人等の町政への関心を高める機会とすると

ともに、本町の施策等に関する提案をいただき、計画に反映させていきます。 

（2）まちづくりワークショップ 

町の産業関連団体等から町の課題・解決策を聴取し、計画に反映を行います。 

・産業別に各種団体に出向き、課題・解決策を聴取。 

・地域における課題等を把握すると共に、計画概要を公表するなかで、町民からの意見・要

望を把握し、計画に反映させます。 

（3）各種団体等から課題・解決策の意見聴取 

計画案等を公表し、町民からの意見や情報を求め、提出された意見等を考慮して計画案を策

定していきます。 

（４）パブリックコメントの実施 
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8．計画の策定手法及び組織体制                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

● ● ● ● ● ●

部会 ● ●

● ● ● ● ●

幹事会 ● ● ● ● ● ●

部会 ● ● ●

パブリックコメント

総合計画審議会

まちづくりアンケート

ワークショップ

各種団体から課題・解決策聴取

令和6年度

2月 3月 4月

令和7年度

庁内策定委員会（町）

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

議案提出

諮問 答申

調査期間 集計期間

計６回開催（予定）

約２週間

本計画の策定にあたっては、部門間の連絡調整が必要であり、また諸施策に関する調整・

協調も不可欠であることから、計画策定のための庁内組織を作り、作業を進めることとしま

す。 

庁内策定委員会（幹事会・部会） 

総合計画の素案・原案を策定します。 

委員及び幹事をもって構成し、委員長には副町長があたり、各課等の長を委員とします。ま

た、幹事は総合調整会議幹事とします。 

 

（2）庁内策定組織 

本計画は、山ノ内町総合計画審議会条例に基づき、同審議会を最終審議機関とし、諮問・答

申を得るものとします。 

（1）山ノ内町総合計画審議会（部会） 

（３）策定スケジュール 

後期基本計画の策定に向け、下記のスケジュールにて策定を目指します。 
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専門部会 

後期基本計画策定体制図 

総合計画審議会 

 

 

庁内体制 

（素案・原案の作成） 

策定委員会 

副町長 

策定委員会幹事会 

事務局（未来創造課） 

 

提案 

答申 

 

 

諮問 

意見・提案 

 

説明 

  

議決 

提案 

 

町民参加 

まちづくりアンケート（１０００人） 

各種団体等課題・解決策聴取 

パブリックコメント 

ワークショップ 

町長 議会 

助言・調査 

外部専門機関 

調整 

専門部会 

調整 

助言・調査 

総合計画審議会 

町民・関係団体アンケート 

調整 



 

 

 

 

 

 

 

別紙１ 

原則、基本計画の施策としますが、以下の内容を踏

まえて変更を検討します。 

①新たに優先して取り組む施策がある場合は、追加を

検討します。 

②時代に即した表現へ修正します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６次山ノ内町総合計画基本構想において定められたまちづくりの基本目標に対し、「脱

炭素社会の実現」、「若者・外国人に選ばれる」、「稼げる」、「DX の推進」といった新たな視

点を反映させる。 

これらの要素を、現行の「イノベーション戦略プラン 2.0」における重点施策「人口減少・

少子高齢化対策」と同等に位置づけ、横断的かつ重点的に取り組むため、戦略全体をアッ

プデートし、新たに「イノベーション戦略プラン 3.0」として策定・展開する。 

別紙２ 

～ 未来に羽ばたく 夢と希望のある 健康な郷土を目指して～ 

「共感と満足度の向上」 

この郷土で暮らす人 

この郷土を選ぶ人 

人口減少への適応 人口減少ｽﾋﾟｰﾄﾞの緩和 

 



委員長
副委員長

【産業・交流・移住定住部会】　10名
福井　俊彦 山ノ内町農業委員会 会長代理

〇 （一財）山ノ内まちづくり観光局 事務局長
春原　厚子 山ノ内町商工会 女性部副部長

◎ 徳竹　栄一 ながの農業協同組合 地区担当理事
竹節　みどり 女将の会「ゆのか」 会長
山口　剛 北信州森林組合 理事
山本　光俊 志賀高原観光協会長 会長
荒井　則喜 山ノ内町金融団 長野信用金庫山ノ内支店長

湯田中渋温泉郷地区旅館業代表
徳竹　栄子 北志賀高原観光協会 会長

【保健・医療・福祉部会】　５名
髙田　佳久 山ノ内町議会　社会文教常任委員会 委員長

〇 佐藤　匡則 山ノ内町民生児童委員協議会 地域福祉部会部会長
春原　厚子 山ノ内町商工会 女性部副部長

山ノ内町保健補導員会
◎ 山口　辰也 山ノ内町社会福祉協議会 事務局長

【教育・文化・スポーツ部会】　５名
野竹　重範 山ノ内町教育委員会 教育委員

◎ 竹内　由紀 山ノ内町校長会 会長
髙木　幸一郎 町長推薦 理事長
髙田　佳久 山ノ内町議会　社会文教常任委員会 委員長

〇 髙山　祐一 山ノ内町スポーツ協会 会長

【都市基盤・環境・防災部会】　６名
塚田　一男 山ノ内町議会　総務産業常任委員会 委員長
瀧澤　敏 山ノ内町区長会（上条区長） 会長

〇 竹田　久 山ノ内町消防団 団長
福井　敏彦 山ノ内町農業委員会 会長代理

◎ 山口　剛 北信州森林組合 理事
髙木　幸一郎 町長推薦

【協働・行財政・人権部会】　６名
渡辺　正男 山ノ内町議会　広報常任委員会 委員長

◎ 荒井　則喜 山ノ内町金融団 長野信用金庫山ノ内支店長

（一財）山ノ内まちづくり観光局 事務局長
〇 野竹　重範 山ノ内町教育委員会 教育委員

竹内　由紀 山ノ内町校長会 会長
山口　辰也 山ノ内町社会福祉協議会 事務局長

　氏名欄の◎は部会長、○は副部会長です。

山ノ内町総合計画審議会　専門部会委員名簿（案）



第 6次総合計画後期基本計画策定に伴うまちづくりアンケート調査について 

 

 

１ 実施内容 

町民の中から無作為に抽出した 1,000人を対象に無記名アンケート調査を実施。対象年

齢については、16歳以上から 80代までと設定。 

 

２ 調査対象者の抽出方法 

 

 

３ 調査・回収期間 

①WEB回答期間：令和７年２月２６日（木）～３月１３日（木） 

②調査期間：令和７年２月２６日（水）～３月２８日（金） 

③回収期間：令和７年３月２１日（金）～３月２８日（金）（町統計調査員により回収） 

 

４ 回収結果 

  回収者数：634人（WEB回答１９２人、調査票記入 442人） 

  回収率：63.4％（R元前回調査 82.8%） 

 

５．調査結果報告 

 令和７年５月中に報告書完成 

 

以上 
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25%

25%

10%

10%
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年代別抽出割合（1,000人）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

10代～30代の抽出率を65％に設定

 

資料２ 



✔後期基本計画策定においての５つの重点ポイント！

山ノ内町の「いまの郷土」と「みらいの郷土」をつなぐ 総合計画後期基本計画策定、スタート！

インフラや
行政サービスの維持

医療・福祉・
交通サービス低下担い手不足

2050年の山ノ内町は・・・

✔人口が6,000人以下まで減少すると予想される
✔出生率が回復してもしばらく人口減少は続く
✔少子化の加速に加え、若者、特に女性の転出超過が深刻
✔生産年齢人口の減少が予想される

令和３年３月に策定した総合計画

の基本構想において、町が目指す将
来像を「未来に羽ばたく夢と希望の
ある 健康な郷土」と定め、計画期間
である、１０年間をそれぞれ５年間ず
つに「前期」と「後期」に分け、基本計
画を策定し、各種展開することで、ま
ちづくりを進めてきました。
この度、前期基本計画の計画期間
が令和７年度をもって終了すること
に伴い、本町の取り巻く課題への対
応と総合的なバランスのとれたまち
づくりの実現を図るため、令和８年度
から令和１２年度の５年間を計画期間
とする「第６次山ノ内町総合計画後期
基本計画」を策定します。

基本構想

基本計画

実施計画

基本構想とは？
町が目指す将来像を実現するため
の基本方針、施策の大網を示すもの
です。

基本計画とは？
基本構想を実現するための具体的
な施策を示すものです。

脱炭素社会
若者・外国人から

選ばれる

DXの推進

稼げる

人口減少・少子高齢化
の緩和を目指す郷土

総合計画基本構想における令
和１２年の目標人口（人口ビ
ジョン）を維持できる計画とし、
本格的な少子高齢化の緩和に対
応した計画とします

ＤＸを推進する郷土

行政分野のデジタル化により、
利便性と効率性を高め、誰もが
取り残されないスマートな郷土
を実現する計画とします

脱炭素社会の実現を
目指す郷土

持続可能な郷土の実現に向け、
「山ノ内町ゼロカーボンシティ
宣言」に基づき、２０５０年ま
でにＣＯ２排出量実質ゼロを目
指す計画とします

若者・外国人から
選ばれる郷土

多様な住民が安心・快適に暮
らせる環境と魅力ある地域づく
りを進め、「住み続けたい郷
土」・「選ばれる郷土」の実現
を目指す計画とします

稼げる郷土

地域の特性を活かし、独自の
ブランド力を強化することで、
産業振興と関係人口の拡大によ
り、町内外から稼ぎを生む経済
の土台を整え、「稼げる郷土」
の実現を目指す計画とします

POINT１ POINT２。 POINT３。 POINT４。 POINT５。

この部分を
策定します！。

実施計画とは？
基本計画の施策を計画的に実施す
るための事業計画で、町の予算編成
の指針となるものです。

後期基本計画策定の詳しい
情報はコチラ！

問い合わせ先
未来創造課地域創造係
TEL 0269-33-3113
✉ sozo@town.yamanouchi.lg.jp

まちづくりアンケート調査

まちづくりワークショップ（若者・外国人）

各種団体等から課題・解決策の意見聴取

パブリックコメントの実施

専門機関の活用

✔策定に向けて実施する取り組み

山ノ内町総合計画審議会・部会

庁内策定委員会・幹事会・部会

✔組織体制
この郷土で暮らすひと

この郷土を選ぶひと

共感・満足度向上

人口減少ｽﾋﾟｰﾄﾞの緩和人口減少への適応

町の将来像「未来に羽ばたく 夢と希望のある 健康な郷土」の実現

人口減少で困ること 人口減少下での取り組み


